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川北小学校６年生の児童16人が、「奈良の大仏」の

実物大の絵を制作しました。

これは、社会科の授業の一環として川村校長が発

案したところ、子どもたちも「ぜひ作ってみたい」

と、今回取り組んだもの。

新聞紙を張り合わせた台紙に、墨汁とハケ、筆を

使って、高さ17ｍ・横12ｍの大仏像を描きました。

６月17日には、校舎の屋上から絵を吊す「建立式」

が行われ、完成を祝いました。
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２広報せきかわ　2008・７月号

清清清清
流流流流
荒荒荒荒
川川川川
がががが
国国国国
のののの

「「「「
平平平平
成成成成
のののの
名名名名
水水水水
百百百百
選選選選
」」」」
にににに
認認認認
定定定定

平
成
十
五
年
か
ら
十
七
年
ま
で
、
河
川
水
質
調
査
ラ
ン
キ
ン
グ
で
三

年
連
続
一
位
に
輝
い
た
、
清
流
「
荒
川
」
が
、
「
平
成
の
名
水
百
選
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
六
月
四
日
、
環
境
省
が
四
十
二
都
道
府
県
の
河
川
や
湧
水

な
ど
百
か
所
を
「
平
成
の
名
水
百
選
」
と
し
て
選
定
し
た
も
の
。

全
国
か
ら
推
薦
さ
れ
た
百
六
十
二
か
所
の
中
か
ら
、
学
識
者
か
ら
な

る
委
員
会
が
選
定
を
行
い
、
県
内
で
は
他
に
、
吉
祥

き
ち
じ
ょ
う

清
水
（
村
上
市
）、

宇
棚

う

だ
な

の
清
水
（
妙
高
市
）、
大
出
口

お
お

で

ぐ
ち

泉
水
（
上
越
市
）
が
そ
れ
ぞ
れ
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
平
成
の

名
水
百
選
」

と
は
？

環
境
省
で
は
、
今
年
七
月
に
環

境
問
題
が
主
要
議
題
の
一
つ
と
し

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
る
「
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
」
に
ち
な
み
、
水
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
、
昭
和

六
十
年
に
旧
環
境
庁
が
選
定
し
た

「
名
水
百
選
」
に
加
え
て
、
新
た

に
「
平
成
の
名
水
百
選
」
と
し
て

選
び
ま
し
た
。

選
定
で
は
、
学
識
者
か
ら
な
る

「
平
成
の
名
水
百
選
調
査
検
討
委

「
荒
川
」
が

選
ば
れ
た

ポ
イ
ン
ト
は
？

「
荒
川
」
が
「
平
成
の
名
水
百

選
」
に
選
ば
れ
た
の
は
、
平
成
十

五
年
か
ら
十
七
年
ま
で
、
河
川
水

質
調
査
ラ
ン
キ
ン
グ
で
三
年
連
続

日
本
一
に
輝
い
た
水
質
、
水
量
を

員
会
（
委
員
長
・
岡
田
光
正
広
島

大
学
大
学
院
教
授
）」
が
、
水
質
・

水
量
や
生
態
系
配
慮
、
地
域
の
保

全
活
動
、
水
利
用
の
伝
統
、
希
少

性
、
親
水
性
な
ど
の
六
項
目
を
評

価
。
今
回
は
、
特
に
地
域
の
保
全

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
に
重

点
を
お
い
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

河川愛護を呼びかける花文字。さく
ら工房やボランティアの皆さんが維持
管理を行ってくれています。
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広報せきかわ　2008・７月号３

は
じ
め
、
地
域
で
の
活
発
な
保
全

活
動
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

荒
川
流
域
市
村
（
村
上
市
・
胎

内
市
・
関
川
村
）
を
は
じ
め
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
地
域
住
民
な
ど
様
々

な
人
々
が
保
全
活
動
に
関
わ
り
、

農
業
や
飲
用
、
発
電
な
ど
地
域
の

重
要
な
水
源
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
鮎
釣
り
や
サ
ケ
釣

り
、
カ
ジ
カ
と
り
、
カ
ヌ
ー
な
ど
、

親
子
で
水
に
親
し
め
る
憩
い
の
場

と
し
て
も
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の

方
が
荒
川
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
発
な
保
全
活
動
の

積
み
重
ね
が
、
今
回
「
平
成
の
名

水
百
選
」
に
選
ば
れ
た
大
き
な
要

因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
認
定
書
交
付
式
」
に
は

平
田
大
六
村
長
が
出
席

「
平
成
の
名
水
百
選
」
の
認
定

書
交
付
式
は
、
六
月
二
十
五
日
、

清
澄
庭
園
「
大
正
記
念
館
」（
東
京

都
江
東
区
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
荒
川
流
域
市
村
を
代

表
し
て
平
田
大
六
村
長
が
出
席
。

鴨
下
一
郎
環
境
大
臣
か
ら
「
平
成

の
名
水
百
選
」
の
認
定
書
を
受
け

と
り
ま
し
た
。

カジカとりや川遊びを通して、親子
で清流を楽しむ「親子カジカとりまつ
り」には、県内外から大勢訪れます。

清流荒川の環境を守るために行われ
ている「荒川クリーン作戦」には、毎
年大勢の方が参加しています。

水量も豊富で水質もきれいな荒川で
の「サケ釣り」。全国からも多くのフ
ァンが訪れ、豪快な釣りが楽しめます。

毎年７月５日から解禁となる「鮎釣り」。全国から
多くの方が訪れ、釣りを楽しんでいます。
（写真は、温泉橋より上流側を撮影）
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でが認定されています。

「平成の名水百選」に認定された一級河川荒川の
区間は、新潟県側（関川村）から河口（胎内市）ま
でが認定されています。

「平成の名水百選」に認定された一級河川荒川の
区間は、新潟県側（関川村）から河口（胎内市）ま
でが認定されています。
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長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に関する問い合わせ先　健康福祉課福祉保険班　 ６４－１４７２

３　保険料の納付方法について

○保険料の納付方法は、年金から納める『特別徴収』と納付書または口座振替で納める『普通徴収』
があります。保険料の納付方法は、原則として年金から納めていただきます。

７月下旬に送付される保険料額決定通知書に納付書・口座振替依頼書が同封されている方は、『普通徴収』とな
ります。口座振替をご希望の方は、口座振替依頼書を役場または金融機関に提出してください。

平成20年度の保険料の納付方法・納付時期

○４月から年金天引きにてお支払いをいただいている方【特別徴収】

今回確定した１年間の保険料額から、４・６・８月に徴収（仮徴収）した金額を差し引いた残額を１０・１２
・２月の３回の年金支給時に徴収（本徴収）します。
なお、４・６・８月に徴収（仮徴収）した金額が確定した年間保険料額を上回ったときには、その納め過ぎ
となった保険料を市町村から還付します。（後日還付に関する通知が届きます）

○７月から納付書または口座振替で納めていただく方【普通徴収】

今回確定した１年間の保険料額を、平成２０年７月～平成２１年３月に納めていただきます。保険料の確定通知
に納付書が同封されていますので、ご確認ください。
なお、制度加入前日において会社の健康保険などの被用者保険（市町村国保・国保組合を除く健康保険）に
加入していた方で、年金額が年額１８万円以上かつ介護保険料と合わせた保険料額が年金受給額の２分の１を超
超えない場合は、平成２０年７月～９月まで普通徴収で、１０月から特別徴収（年金からの納付）となります。

※６月以降に制度に加入された方には、誕生月の約２か月後に保険料額の通知が届くことになりますので、納付方
法・納付時期等についてはそちらをご確認ください。

4  月

仮　徴　収 本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収本　徴　収

6  月 8  月 10  月 12  月 2  月

4 月

暫 定 賦 課

平成20年度は行いません

確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課確　定　賦　課

6 月 8 月 10 月 12 月 2 月11 月 1 月 3 月5 月 7 月 9 月

区　分

交通事故発生状況

発
生
件
数

H20

H19

増減

死
者
数

H20

H19

増減

負
傷
者
数

H20

H19

増減

＊１月１日～６月15日までの累計

関川村

15

13

＋2

0

0

0

20

17

＋3

120

128

△8

0

4

△4

163

153

＋10

5,042

5,440

△398

41

65

△24

6,271

6,815

△544

村上管内 県　内

夏の交通事故防止運動夏の交通事故防止運動
7月22日～

7月31日

この運動は、夏を迎え開放感からくる飲酒運転や無謀
運転、夏休みを利用した家族旅行など、長距離運転によ
る疲労を原因とする交通事故防止を呼びかけるとともに、
交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけ
ることにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的に
行われます。

○ 飲酒・居眠り・無謀運転の追放

○ 全ての座席のシートベルトの着用

～ 夏の道 いつもこころに ゆずり「愛」～

運動の重点

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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「「長長寿寿医医療療制制度度（（後後期期高高齢齢者者医医療療制制度度））」」ののおお知知ららせせ
VVooll ..１１ 保保険険証証のの更更新新ににつついいてて

１　保険証の更新について

○８月１日から保険証の色が桃色に変わります。

長寿医療制度の保険証は、７月３１日で有効期限が切れます
ので、８月１日からは新しい保険証を使用することになります。
新しい保険証は、７月下旬に各集落区長さんから配付します。
８月になっても保険証が届かなかったり、保険証の記載事項に
誤りがあったりした場合は、役場までご連絡ください。

○窓口自己負担割合の判定について

毎年、前年の所得状況により８月１日からの窓口自己負担割合を判定しています。新しい保険証に記載されてい
る窓口自己負担割合は、平成１９年中の所得状況に基づいて判定しています。

３割負担（現役並み所得者）となる方

同一世帯の加入者の中に、住民税課税所得が１４５
万円以上の所得者がいる方。ただし、下記に該当する
場合は申請により１割負担となります。
［同一世帯に加入者が１人の場合］

その方の収入の合計金額が３８３万円未満
［同一世帯に加入者が複数いる場合］

加入者全員の収入の合計金額が５２０万円未満
※今回の判定に伴い、３割負担（現役並み所得者）に
変更となった方で、従来の判定では１割負担に該当す
る場合は、医療費の自己負担限度額を平成２２年７月
まで一般並みに据え置く緩和措置が設けられます。

平成20年８月から

窓口自己負担の判定方法が変わります！

平成２０年８月からの窓口自己負担割合の判定は、
同一世帯に属する長寿医療制度加入者の所得状況によ
り判定を行います。
（これまでの判定では、同一世帯に属する７０歳以上の
所得状況により判定をしていました）

１割負担となる方

同一世帯の加入者の中に、住民税課税所得が１４５
万円以上の所得者がいない方。

1割負担となる方

3割負担（現役並み所得者）となる方

２　後期高齢者医療保険料額の確定の通知書について

○平成20年度の年間保険料額を確定し、７月上旬に個別に保険料額決定通知書をお送りします。

保険料の軽減制度

○平成１９年中の加入者と世帯主の合計所得が一定
基準以下の方（申請は不要です）は、均等割額の
７・５・２割の軽減が受けられます。
○制度加入前日において、会社の健康保険などの被
用者保険（市町村国保・国保組を除く健康保険）の
被扶養者であった方（申請は不要です）は、平成２０
年度の年間の保険料額が１，７００円となります。
【お願い】軽減対象の方が保険料通知で軽減されて
いない場合があります。お手数ですが、保険料通知
がお手元に届きましたら軽減額の有無をご確認いた
だき、ご不明の点は役場までご連絡ください。

平成20年度の後期高齢者医療保険料額

『所得割額』＋『均等割額』
が年間保険料額となります。（賦課限度額は５０万円）

【所得割額】
平成１９年中の総所得金額をもとに算定します。
所得割額＝［平成１９年中の所得－基礎控除３３万円］

×７.１５％

【均等割額】
１人あたり３５,３００円となります。

保険料の軽減制度

新保険証

（桃色）

8/1から有効

旧保険証

（薄緑色）

7/31まで有効
７月下旬に送付
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６広報せきかわ　2008・７月号

村の情報公開制度
―平成19年度実施状況をお知らせします―

情報公開制度とは？

村が保有している公文書を請求に応じて公開する
制度で、どなたでも請求することができます。
公文書は原則として公開しますが、法律などで非

公開とされるもの、個人のプライバシーに関するも
のなど、一定の理由で公開できない場合があります。

○問い合わせ先　役場総務課総務班　�64－1476

■平成19年度情報公開実施状況

情報公開請求件数

非開示件数開示件数

７ 件
５ 件 ２ 件

全部開示 一部開示

２ 件 ３ 件

異議申立 審査請求

不服申立件数

１ 件

訴　訟
審査機関
への諮問

１ 件 ― ―１ 件

六
月
定
例

村

議

会

議 会 の

動 き

六
月
定
例
村
議
会
が
六
月
十
二

日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
八
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

初
日
の
本
会
議
で
は
、
四
議
員

が
一
般
質
問
に
立
ち
、
村
長
の
考

え
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
提
案

さ
れ
た
条
例
改
正
案
や
補
正
予
算

案
な
ど
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。

報
　
告

■
財
団
法
人
関
川
村
自
然
環
境
管

理
公
社
の
経
営
状
況
報
告

■
岩
船
地
域
土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況
報
告

＊
―
右
の
二
つ
は
、
村
が
一
定
の

出
資
を
し
て
い
る
法
人
の
、
平
成

十
九
年
度
決
算
に
つ
い
て
報
告
す

る
も
の
で
す
。

■
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
に
係
る
繰
越
額
の
報
告

＊
―
道
の
駅
周
辺
整
備
事
業
の
予

算
の
一
部
を
繰
越
し
た
も
の
で
す
。

承
　
認

■
村
上
・
岩
船
地
域
広
域
計
画
協

議
会
の
設
置

■
村
上
市
岩
船
郡
介
護
認
定
審
査

会
の
共
同
設
置

■
村
上
市
岩
船
郡
障
害
者
介
護
給

付
費
等
支
給
審
査
会
の
共
同
設
置

■
常
備
消
防
に
関
す
る
事
務
委
託

■
村
上
市
消
防
署
関
川
分
署
の
区

域
外
設
置

■
教
育
に
関
す
る
事
務
委
託

■
ご
み
処
理
に
関
す
る
事
務
委
託

■
火
葬
場
に
関
す
る
事
務
委
託

＊
―
右
の
八
つ
は
、
村
上
市
と
粟

島
浦
村
、
関
川
村
で
機
関
を
共
同

設
置
す
る
も
の
や
、
村
上
市
に
事

務
を
委
託
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

■
村
上
市
と
関
川
村
の
旅
券
交
付

申
請
及
び
交
付
に
関
す
る
事
務
の

委
託
に
関
す
る
規
約

＊
―
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
交

付
事
務
が
市
町
村
に
委
譲
さ
れ
る

の
に
伴
い
、
村
上
市
に
事
務
を
委

託
す
る
も
の
で
す
。

専
　
決

■
税
条
例
の
一
部
改
正

＊
―
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

＊
―
地
方
税
法
改
正
や
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
導
入
に
伴
い
、
税
率

な
ど
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
　
案

■
村
民
会
館
条
例
の
一
部
改
正

＊
―
統
合
小
学
校
建
設
工
事
に
伴

い
、
村
民
会
館
関
分
館
、
青
年
会

館
を
取
り
壊
す
こ
と
か
ら
設
置
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

■
村
営
住
宅
管
理
条
例
・
村
営
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
・
村

有
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

＊
―
村
が
管
理
す
る
住
宅
か
ら

「
暴
力
団
員
の
入
居
排
除
」
な
ど

を
定
め
る
も
の
で
す
。

■
金
丸
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

■
女
川
東
部
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

＊
―
右
の
二
つ
は
、
平
成
二
十
年

度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
辺
地
対
策
債
を
予
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
総
合
整
備
計
画
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

補

正

予

算

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

＊
―
七
千
百
三
十
万
円
を
追
加
し
、

総
額
四
十
七
億
千
九
百
八
十
万
円
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
号
）

＊
―
八
十
二
万
円
を
追
加
し
、
総

額
八
億
二
千
五
百
四
十
二
万
円
。

■
関
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）

＊
―
八
百
万
円
を
減
額
し
、
総
額

一
億
六
百
万
円
。

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）

＊
―
三
百
二
十
九
万
円
を
追
加
し
、

総
額
六
億
七
千
二
百
九
十
九
万
円
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

＊
―
三
百
七
十
七
万
円
を
減
額
し
、

総
額
六
億
四
千
九
百
七
十
三
万
円
。
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広報せきかわ　2008・７月号７

村のわだい TOP I CS

大
石
川
源
流

月
夜
平
ブ
ナ
原
生
林
を
歩
く

〜
大
石
・
山
と
川
に
親
し
む
会
〜

「
大
石
川
源
流
と
月
夜
平
ブ
ナ

原
生
林
探
訪
会
」
が
五
月
二
十
四

日
、
大
石
・
山
と
川
に
親
し
む
会

（
高
橋
市
太
郎
代
表
）
の
主
催
で

行
わ
れ
、
村
内
外
か
ら
六
十
二
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
お
お
い
し
自
然
館
で

開
会
式
を
行
っ
た
後
、
東
俣
彫
刻

公
園
を
出
発
。
参
加
者
は
、
地
元

の
達
人
の
説
明
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
歩
く
こ
と
約
二
時
間
、
月
夜
平

に
あ
る
三
千
坪
の
ブ
ナ
原
生
林
に

到
着
し
ま
し
た
。

ま
た
到
着
後
は
、
山
菜
入
り
の

豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ギ

▲月夜平でのハーモニカ演奏

大石川源流の「月夜平ブナ原生林」は、樹齢３００
年ほど。豊かな自然に親しみ、心身共にリフレッシ
ュできる絶好のスポットです。

タ
ー
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
コ
ン
サ
ー

ト
も
行
わ
れ
、
ブ
ナ
の
原
生
林
に

吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
や
さ
し
い

音
色
に
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

夫
婦
で
参
加
し
て
い
た
方
は

「
ブ
ナ
林
の
中
で
の
演
奏
会
は
初

め
て
で
す
。
透
き
と
お
る
音
色
に

感
動
し
ま
し
た
」
と
、
話
し
て
い

ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

可憐な
ヒメサユリが

お出迎え

～中束・光兎山登山～

六
月
七
日
、
中
束
元
気
づ
く
り

実
行
委
員
会
主
催
の
「
光
兎
山
登

山
と
ヒ
メ
サ
ユ
リ
鑑
賞
会
」
が
行

わ
れ
、
村
内
外
か
ら
三
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
村
内
外
の
皆
さ

ん
と
光
兎
山
（
標
高
九
六
六
・
三

ｍ
）
登
山
を
通
じ
て
交
流
を
図
ろ

う
と
、
中
束
元
気
づ
く
り
実
行
委

員
会
（
中
束
征
支
委
員
長
）
が
、

平
成
十
五
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
。

当
日
は
天
気
も
良
く
、
絶
好
の

登
山
日
和
の
な
か
、
午
前
八
時
に

登
山
開
始
。

標
高
八
百
ｍ
付
近
で

は
、
淡
い
ピ
ン
ク
色
の

ヒ
メ
サ
ユ
リ
が
お
目
見

え
し
、
可
憐
な
花
が
参

加
者
の
目
を
な
ご
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

登
山
開
始
か
ら
約
四
時

間
後
に
は
山
頂
に
到

着
。
三
百
六
十
度
の
大

パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し
め
、

参
加
者
は
大
満
足
の
様

子
で
し
た
。

鉄
道
を
利
用
し
た

地
域
づ
く
り
を

新
潟
県
や
山
形
県
、
沿
線
十
一

市
町
村
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る

「
米
坂
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」

の
総
会
が
五
月
三
十
日
、
村
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
関
係
者

三
十
一
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
田
大
六
会
長
が

「
列
車
増
発
や
接
続
改
善
な
ど
の

利
便
性
向
上
の
た
め
、
要
望
活
動

を
続
け
た
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
年
度
の
要
望

事
項
や
「
米
坂
線
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
通
年
募
集
す
る
こ
と
な

ど
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
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渡
邉
邸
内
に響き

わ
た
る
音
色

第
３
回

「
深
草
ア
キ
」
コ
ン
サ
ー
ト

六
月
七
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ

「
蔵
」
（
平
成
七
年
放
送
）
で
音

楽
を
担
当
し
た
深
草
ア
キ
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
、
撮
影
場
所
の
渡

邉
邸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
三
回
目
と
な
る
コ
ン
サ

ー
ト
に
訪
れ
た
の
は
、
村
内
外
か

ら
約
百
八
十
人
。
深
草
さ
ん
が
演

奏
す
る
二
千
数
百
年
前
の
中
国
発

祥
の
弦
楽
器
・
秦
琴

し
ん
き
ん

の
音
色
に
耳

を
澄
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
共
演
に
宮
内
庁

式
部
職
楽
部
の
笙し

ょ
う

奏
者
・
豊
剛
秋

ぶ
ん
の
た
け
あ
き

さ
ん
を
迎
え
、
笙
と
秦
琴

が
奏
で
る
独
特
な
音
色
の

合
奏
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

胎
内
市
か
ら
訪
れ
た
女

性
の
方
は
「
歴
史
あ
る
建

造
物
の
中
で
聞
く
コ
ン
サ

ー
ト
は
と
て
も
良
い
も
の

で
す
ね
」
と
感
想
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
特
別
合
奏

が
、
ぜ
ひ
一
緒
に
演
奏
を
し
て
み

た
い
と
考
え
て
い
た
も
の
で
今
回

そ
の
夢
が
か
な
っ
た
も
の
。

深
草
さ
ん
は
「
豊
さ
ん
や
下
関

祭
り
の
皆
さ
ん
と
の
合
奏
で
、
と

て
も
良
い
演
奏
会
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲下関祭り大輪囃子との共演

８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中８月３日まで開催中

６月１日からスタートした「関川ウォークロ
スハンティング」。村内外からも大勢の方が訪れ、
ゲームを楽しみながら、関川村の観光スポット
を巡っています。豪華賞品を目指して、家族や
友達みんなで参加しましょう！
問い合わせ先 村観光協会　�６４－１４７８

関川ウォークロス
ハンティング 08年

大蛇
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丸
山
公
園
に

ア
ジ
サ
イ
パ
ー
ク

６月１９日、丸山公園にアジサイが植樹さ
れました。これは、公園を活性化しようと、
村観光協会と自然環境管理公社が行ったもの
で、約１，０００�の敷地に赤と青のアジサイ、
ガクアジサイ２８０本を植樹しました。
来年の今ごろには一面の「アジサイパー

ク」が楽しめそうです。
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て
下
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り
大
輪
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れ
は
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、

大
輪
の
音
色
を
聞
い
た
深
草
さ
ん
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彰

地
域
の
食
生
活
改
善
推
進
員
活

動
に
長
年
に
わ
た
っ
て
尽
力
さ
れ

た
方
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

＊
敬
称
略

■
食
生
活
改
善
推
進
員
優
良
会
員

表
彰

▽
伊
東
ヤ
イ
子
（
下
関
）

防
犯
功
労
表
彰

２
年
連
続

４
回
目
の
入
選

展
県第

六
十
三
回
新
潟
県
美
術
展
覧

会
（
県
展
・
新
潟
日
報
社
主
催
）

の
写
真
部
門
で
、
須
貝
幹
雄
さ
ん

（
中
束
）
が
、
見
事
入
選
を
果
た

し
ま
し
た
。

応
募
数
千
八
百
九
十
三
点
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
、
須
貝
さ

ん
の
県
展
入
選
は
、
昨
年
に
続
く

二
年
連
続
四
回
目
。

今
回
の
入
選
作
品
は
、
二
月
十

日
に
中
束
集
落
の
お
地
蔵
様
脇
の

ケ
ヤ
キ
を
撮
影
し
た
も
の
。
日
の

出
が
遅
い
た
め
九
時
半
こ
ろ
に
逆

光
を
狙
い
、
色
温
度
が
出
や
す
い

フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
し
た
力
作
で
す
。

須
貝
さ
ん
は
「
県
展
に
初
め
て

入
選
し
た
の
は
、
五
回
目
の
出
品

で
平
成
十
二
年
で
し
た
。
今
回
は

二
年
連
続
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
来
年
も

入
選
を
目
指
し
ま
す
」
と
、
抱
負

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

入選作品　　題目「冬日輝」

須 貝 幹 雄さん（中束）

＊県展巡回展：村上体育館７月17日（木）～27日（日）

９時～18時（有料）

少
年
の
健
全
育
成
活
動
を
推
進

し
、
地
域
の
安
全
な
社
会
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
た
団
体
や
個
人
に
対

し
、
�
県
防
犯
協
会
会
長
と
県
警

察
本
部
長
か
ら
防
犯
功
労
表
彰
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

＊
敬
称
略

■
防
犯
功
労
団
体

▽
青
少
年
育
成
関
川
村
民
会
議

会
長
　
伝
　
　
信
男
（
大
島
）

■
防
犯
功
労
者

▽
少
年
補
導
員

小
池
久
仁
子
（
下
関
）
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村のわだい TOP I CS

災害発生時の

対応を確認

荒川水防訓練開催

水
防
活
動
の
重
要
性
を
認
識
し

よ
う
と
、
六
月
八
日
、
村
上
市
荒

川
地
区
の
荒
川
河
川
敷
を
会
場
に

水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
国
土
交
通
省
を

は
じ
め
、
新
潟
県
、
荒
川
沿
線
市

村
、
関
係
機
関
な
ど
が
洪
水
時
期

を
前
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
。

村
の
消
防
団
員
八
十
二
人
が
参

加
し
、
縄
の
結
び
方
や
土
の
う
な

ど
の
基
礎
訓
練
や
、
堤
防
か
ら
の

溢
水
を
防
ぐ
積
み
土
の
う
、
流
れ

か
ら
堤
防
を
守
る
木
流
し
工
、
シ

ー
ト
張
り
工
な
ど
の
水
防
技
術
訓

練
も
実
施
し
、
水
害
発
生
に
備
え

て
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

洪洪洪洪水水水水にににに注注注注意意意意!!!!!!!!
これからの時期は、梅雨前

線や台風による水害の危険性

が高まります。浸水常襲地、

崖地、傾斜地など、わが家の

「環境」から判断して早めの

避難行動を考えましょう。

淡
水
魚
「
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
」
の
生
態
学
ぶ

安
角
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、

地
元
に
生
息
す
る
淡
水
魚
で
絶
滅

危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
シ

ナ
イ
モ
ツ
ゴ
」
に
つ
い
て
、
水
槽

で
生
態
を
観
察
し
て
い
ま
す
。

シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
は
、
県
内
や
東

北
地
方
な
ど
で
見
ら
れ
、
現
在
は

外
来
魚
や
環
境
汚
染
の
影
響
か
ら

生
息
数
が
激
減
し
て
い
る
魚
。

五
月
三
十
一
日
に
は
、
魚
や
自

然
を
大
切
に
し
て
も
ら
お
う
と
、

タ
ラ
ン
ペ
ク
ラ
ブ
（
安
角
小
保
護

者
中
心
で
組
織
）
が
企
画
し
て
、

児
童
十
四
人
と
近
く
の
た
め
池
で

釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
、
釣
り
の
仕
掛
け
を
自

分
た
ち
で
作
っ
て
か
ら
釣
り
に
挑

戦
。
ま
た
、
学
校
に
戻
っ
て
か
ら

新
潟
市
水
族
館
「
マ
リ
ン
ピ
ア
日

本
海
」
の
職
員
を
講
師
に
招
き
、

シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
の
生
態
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

�
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
を
捕
獲
す
る

児
童
と
保
護
者
の
皆
さ
ん

関川村消防団

第６分団が優勝し県大会へ
～郡市消防ポンプ操法大会～

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
の
郡

市
大
会
が
六
月
二
十
二
日
、
村
上

市
パ
ル
パ
ー
ク
神
林
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
岩
船
郡
市
内
の
各
消

防
団
の
代
表
が
出
場
し
、
訓
練
の

成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

村
か
ら
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部
代

表
と
し
て
第
六
分
団
（
金
丸
・
八

ツ
口
・
片
貝
・
沼
・
聞
出
）
が
出

場
。
気
合
の
入
っ
た
素
晴
ら
し
い

ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し
、
見
事
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優
勝
し
た
第
六
分
団
は
、
郡
市

の
代
表
と
し
て
八
月
三
日
、
十
日

町
市
で
開
催
さ
れ
る
県
消
防
大
会

へ
出
場
し
ま
す
。

■
大
会
結
果

―
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
―

優
　
勝
　
山
北
方
面
隊
（
中
継
）

準
優
勝
　
朝
日
方
面
隊
（
関
口
）

第
３
位
　
村
上
方
面
隊

（
村
上
地
区
）

―
小
型
ポ
ン
プ
の
部
―

優
　
勝
　
関
川
村
消
防
団

（
第
六
分
団
）

準
優
勝
　
神
林
方
面
隊
（
有
明
）

第
３
位
　
山
北
方
面
隊
（
大
毎
）

◇
第
六
分
団
選
手
紹
介
（
敬
称
略
）

菅
原
健
（
片
貝
）・
菅
原
将
之
（
片

貝
）・
伊
藤
祐
太
（
沼
）・
新
野
太

一
郎
（
金
丸
）・
伊
藤
浩
昭
（
聞
出
）

▼
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村のわだい TOP I CS

人
生
の
節
目
祝
う

還
暦
の
つ
ど
い

人
生
の
節
目
を
祝
う
「
還
暦
の
つ
ど
い
」
が
六
月
二
十
二
日
、

御
宿
玄
太
郎
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
度
で
満
年
齢
六
十
歳
に
該
当
す
る
方
は
百
二
十
六
人
。
そ

の
う
ち
五
十
三
人
が
出
席
し
、
懐
か
し
い
顔
を
あ
わ
せ
な
が
ら
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
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第35回　大石ダム湖畔

ＵＰ
ア ッ プ

・ＤＯＷＮ
ダ ウ ン

関川マラソン開催
「第３５回大石ダム湖畔ＵＰ・ＤＯＷＮ関川マラソン」が、６月

１５日、安角小学校をスタート・ゴール会場にして行われました。
今回は、県内外から４７１人（村内７３人）のランナーが参加。初

夏の日差しを浴びながら、心地よい汗を流していました。
※○数字は順位。１位のみ掲載。ただし、村内参加者は６位まで
掲載。敬称略。

― 35歳以上男子 ―

�堀沢　誠治（新潟市） 17分20秒

�五十嵐　肇（上川口） 19分55秒

― 35歳以上女子 ―

�川島　昌子（新潟市） 18分46秒

― 50歳以上男子 ―

�千葉　光幸（新潟市） 19分07秒

■15km

― 35歳未満男子 ―

�五十嵐豊和（胎内市） 58分11秒

― 35歳未満女子 ―

�増田安希子（胎内市） 1時間03分20秒

― 35歳以上男子 ―

�岩崎　　覚（上越市） 52分01秒

― 35歳以上女子 ―

�肥田野好子（新発田市） 1時間07分10秒

― 45歳以上女子 ―

�田中　友子（新潟市） 1時間05分33秒

― 50歳以上男子 ―

�岡村　忠栄（小千谷市） 1時間02分22秒

― 中学生女子 ―

�渡辺　愛美（新潟市） 12分05秒

�近　　美里（辰田新） 13分19秒

�鈴木可奈子（下関） 13分42秒

�平田　祐衣（下関） 14分45秒

�加藤　理紗（鮖谷） 14分46秒

― 一般女子 ―

�中村　夕香（新潟市） 13分14秒

�安達小百合（大石） 14分45秒

■５km

― 中学生男子 ―

�山田　　丈（村上市） 18分27秒

�近　　大也（大島） 20分26秒

�高橋　祐司（大石） 20分43秒

�須貝　　裕（高田） 21分00秒

�小嶋　夏希（上土沢） 21分19秒

― 35歳未満男子 ―

�鬼島　政春（阿賀野市） 16分09秒

�伊藤　泰裕（上関） 21分38秒

― 35歳未満女子 ―

�長谷川あゆみ（新潟市） 22分34秒

■３km

― 小学生男子 ―

�湯浅　雄介（新発田市） 12分18秒

�加藤　護男（鮖谷） 12分30秒

�須貝　惣太（高田） 12分46秒

�平田　英鉄（小見） 13分17秒

― 小学生女子 ―

�藤田明日香（村上市） 12分59秒

�高橋　尚子（大石） 14分49秒

�渡辺　　唯（大島） 14分50秒

※小学生の部は、安角小学校全校マラソンを
兼ねています。

○ １ 
○ ２ 
○ ３ 
○ ５ 

○ １ 
○ ５ 
○ ６ 

○ ３ 
○ １ 

○ ４ 
○ ５ 
○ ６ 

○ １ 
○ ５ 

○ １ 
○ ３ 
○ ４ 
○ ５ 
○ ６ 

○ １ 
○ ６ 

○ １ 

○ ６ 
○ １ 

○ １ 

○ １ 

○ １ 

○ １ 

○ １ 

○ １ 

○ １ 

○ １ 
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健健健健康康康康せせせせききききかかかかわわわわ22221111

いきいきライフいきいきライフ

国保からの
お 知 ら せ

70～74歳の国民健康保険の被保険者で、新たに3割負担と
なる方は窓口負担に関する経過措置が設けられます

経
過
措
置

Ｈ20.８月～
Ｈ21.３月

３割
44 ,400円
12 ,000円

Ｈ21.４月～
Ｈ22.７月

３割
62 ,100円
24 ,600円

Ｈ20.４月～Ｈ20.７月
定　率　負　担　　１割 0円
自己負担限度額　　44 ,400円
外 来 限 度 額　　12 ,000円

Ｈ22.８月～
３割
80 ,100円＋１％
44 ,400円　　・

経過措置は平成20年8月から平成22年7月まで

次のすべての用件を満たす方については、例外的に、医療機
関での窓口負担が１割負担から３割負担となります。

�同じ世帯の中に国民健康保険から長寿医療制度（後期高齢者
医療制度）へ移られた方がいる世帯において、引き続き国民

健康保険に加入する70～74歳の単身の被保険者

�課税所得が145万円以上かつ年収が383万円以上の方
�同じ世帯の中で国民健康保険から長寿医療制度へ移られた方
も含めた年収が520万円未満の方

上記に該当する方については、経過措置により右表のとおり、
１か月あたりの自己負担の上限額が、これまでどおり１割負担
の方と同様の額となります。（平成２０年度については、従前
と同様の額となります）

◇問い合わせ先　健康福祉課福祉保険班 �６４－１４７２

健康せきかわ21
親親親親子子子子でででで一一一一緒緒緒緒にににに食食食食育育育育をををを!!!! !!!!栄養・食生活部会から

毎日の食事を味わって、おいしく食べることは、

子どもの心・体の発育と健康のための第一歩です。

家族と囲む食卓は、大切なコミュニケーションの場

であり、バランスのよい食べ方や食事のマナーなど、

食習慣を身につける食育の場でもあります。

家族そろって食事をするように心がけましょう。

昨年度の幼児健診アンケートで３歳児の約３割が

「野菜が嫌い、苦手」と回答しています。家庭でも

家族が見本となり、野菜のおいしさを伝えていきま

しょう。

幼児健診では、食生活改善推進員の皆さんが、野

菜を使った手作りおやつの紹介と試食の配布をして

います。子どもと一緒に作れる簡単レシピなので、

ぜひご家庭でも作ってみてください。

むし歯００００
ゼ ロ

の子に
ピッカピッカ賞

６月17日に行われた３歳児健診で、む

し歯が１本もなかった子どもたちに「ピッ

カピッカ賞」が贈られました。

今回の健診対象者は３人で、むし歯ゼロ

の子は１人でした。（敬称略）

�高橋　美遥
み は る

（上土沢）

＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

〈材料〉20枚分

・にんじん １本 ・バター 100ｇ ・砂糖 120ｇ

・卵 １個 ・薄力粉 200ｇ ・ベーキングパウダー 小さじ１

〈作り方〉

にんじんは皮をむき、１cmほどの輪切りにしてやわらか

くゆで、フォークでざっとつぶす。（ラップをしてレン

ジで６分くらい加熱したものでもよい）

ボウルにバターを入れてやわらかく練り、砂糖を加えて

混ぜ、卵も加える。

へ を加えて混ぜ、薄力粉とベーキングパウダーを合

せて、ふるっておいたものをふり入れさっくりと混ぜる。

天板にオーブンペーパーを敷き、 をスプーンで落とす。

200℃で10～15分焼く。

※１歳６か月は１枚、３歳では少し大きめ１枚程度が適量です。

野菜を使ってかんたんおやつ

「にんじんクッキー」

▽
○ １ 

○ ２ 

○ ３ ○ ２ ○ １ 

○ ４ ○ ３ 
○ ５ 

○ １ 

○ ２ 
○ ３ 
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講講講講

座座座座

�４７

「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
つ
い
て
」

県
立
坂
町
病
院
　
内
科
　
診
療
部
長

浅

野

良

三

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
一
階
　
�
六
四
―
一
四
七
三 １４

二
〇
〇
三
年
二
月
、
山
陽
新
幹

線
運
転
士
の
居
眠
り
運
転
に
よ
り
、

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

と
い
う
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
か
っ

た
病
気
が
広
く
世
間
に
広
が
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
名
前
を
知

っ
て
い
る
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

と
い
う
人
は
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

実
際
に
ど
の
よ
う
な
病
気
な
の
か

は
ま
だ
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

Ｓ
Ａ
Ｓ
と
は
、
そ
の
名
の
と
お

り
、
夜
睡
眠
中
に
呼
吸
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
病
気
で
す
。
呼
吸
が
止

ま
る
こ
と
を
無
呼
吸
と
い
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
十
秒
以
上
、
口
・
鼻

の
気
流
が
停
止
し
た
状
態
を
さ
し

ま
す
。

こ
の
無
呼
吸
が
一
晩
七
時
間
の

睡
眠
中
に
三
十
回
以
上
、
あ
る
い

は
一
時
間
あ
た
り
五
回
以
上
起
こ

っ
た
場
合
を
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
と
診
断
し

ま
す
。

無
呼
吸
が
起
こ
る
原
因
は
、
寝

て
い
る
時
に
喉
の
部
分
が
塞
が
っ

て
し
ま
う
た
め
で
す
。
も
と
も
と

太
っ
て
い
て
喉
が
狭
い
人
や
、
あ

ご
が
小
さ
い
人
な
ど
に
起
こ
り
や

す
く
、
い
び
き
が
ひ
ど
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
無
呼
吸
の
程
度
が
ひ

ど
い
と
、
酸
素
を
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
心
臓
病
や

脳
卒
中
な
ど
に
か
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
呼
吸
が
再
開
す

る
た
び
に
、
目
を
さ
ま
し
て
し
ま

う
の
で
、
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
日
中

に
強
い
眠
気
が
襲
い
、
居
眠
り
に

よ
る
交
通
事
故
を
起
こ
す
な
ど
、

社
会
生
活
に
障
害
が
で
ま
す
。
い

び
き
、
肥
満
、
眠
気
が
三
大
特
徴

と
い
え
ま
す
。

治
療
が
必
要
だ
と
判
断
さ
れ
た

場
合
に
は
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｄ
（
経
鼻
持

続
陽
圧
呼
吸
療
法
）
に
よ
る
治
療

が
効
果
的
で
す
。
こ
れ
は
、
鼻
に

簡
単
な
マ
ス
ク
を
付
け
、
無
呼
吸

が
改
善
さ
れ
る
よ
う
に
適
切
な
圧

力
を
か
け
た
空
気
を
鼻
か
ら
持
続

的
に
送
り
込
み
、
上
気
道
を
押
し

広
げ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｄ
に
よ
る
治
療
は
、
自
宅
で
も

で
き
、
月
に
一
度
、
診
察
の
た
め

に
通
院
す
る
だ
け
で
す
。
こ
れ
に

は
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
、
患

者
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
治
療
方
法
と
し
て
は
、
下

あ
ご
を
前
方
に
固
定
す
る
こ
と
に

よ
り
上
気
道
を
広
げ
て
治
療
す
る

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
と
い
う
も
の
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
扁
桃
の
肥
大
が

原
因
の
人
は
外
科
的
手
術
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
肥
満
の

人
は
食
事
療
法
な
ど
に
よ
り
減
量

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

睡
眠
中
に
無
呼
吸
が
多
い
人
、

い
び
き
、
肥
満
、
眠
気
の
症
状
の

あ
る
人
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
、

精
密
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

�
六
二
―
三
一
一
一

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
健

康
や
介
護
の
相
談
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
と
家
族
の
関
係
が
う
ま
く

い
か
な
い
と
い
う
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

話
を
よ
く
聴
い
て
み
る
と
、
自

分
の
気
持
ち
を
上
手
く
伝

え
ら
れ
な
い
、
相
手
の
怒

り
を
招
く
よ
う
な
言
葉
を

使
っ
て
し
ま
う
（
つ
い
乱

暴
な
言
葉
を
使
っ
て
し
ま

う
）、
分
か
っ
て
い
て
も

抑
え
ら
れ
な
い
な
ど
、
そ

の
と
き
の
状
況
が
み
え
て

き
ま
す
。
な
か
に
は
、
数

年
、
数
十
年
も
関
係
が
悪

い
状
況
が
続
い
て
い
る
と

い
っ
た
内
容
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
し
ま
う
と
、
日
常
的

な
会
話
も
困
難
に
な
り
、

悪
循
環
を
引
き
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
す
。

自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
た
り
、

相
手
に
お
願
い
を
し
た
り
す
る
と

き
に
、
普
段
ど
ん
な
言
い
方
を
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
「
早
く
ご

は
ん
食
べ
て
く
れ
な
い
と
片
付
か

な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
ほ
ん
と
に
遅

い
ん
だ
か
ら
」
と
、
相
手
を
責
め

る
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
こ
の
よ
う
な
言
い
方
は
、

『
あ
な
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
と
い
い

ま
す
。

先
程
の
言
い
方
を
「
出
か
け
る

の
に
時
間
が
な
い
の
。
少

し
早
く
食
べ
て
く
れ
る
と

助
か
る
わ
」
と
変
え
た
ら
、

受
け
る
側
は
ど
う
感
じ
る

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を

『
私
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
と
い

い
ま
す
。

相
手
を
否
定
せ
ず
、
自

分
の
気
持
ち
や
ど
う
し
て

ほ
し
い
か
を
伝
え
る
方
法

で
す
。

私
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
高

齢
者
と
の
関
係
だ
け
で
な

く
生
活
の
場
面
や
仕
事
に

お
い
て
も
す
ぐ
活
用
で
き

ま
す
。

自
分
の
気
持
ち
を
素
直

自分の気持ちを伝える
に
伝
え
ら
れ
た
ら
、
自
分
自
身
の

ス
ト
レ
ス
も
た
ま
ら
ず
、
人
間
関

係
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

※
参
考
・
引
用
文
献

「
元
気
に
な
れ
る
Ｓ
Ｓ
Ｔ
」

（
松
浦
幸
子
著
）
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１４広報せきかわ　2008・７月号

学 習

い
き

い
き
学習 のびのび

ス
ポ

ー
ツ

せきかわ 

情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは村民会館へ

T E L  6 4 － 2 1 3 4

生 涯

村民会館図書室

もうすぐ夏。キャンプやバーベキューなど、楽しい計画の参考に図書室の資料を利用しませんか？

アウトドアクッキングや、ネイチャークラフトなどはもちろん、怖い話の本などもそろっています。

図 書 室 の 窓 か ら図 書 室 の 窓 か ら

「明日もまた生きていこう」
横山友美佳 著 ／ 916ヨ

18歳で癌を発病した将来を有望視

されたバレーボール選手。闘病生活

を続けながら、夢を追い求めた３年

間を自らつづった感動の手記。

「ゆうれいとすいか」
くろだかおる 作・せなけいこ 絵　Ｅセ

この絵本に出てくる幽霊は、すご

く素直でなんだか憎めないんです！

ちっとも怖くないので、小さな子ど

もにも安心して読んであげられます。

この本よんで!! 今月の１冊

にじ色と、“汽車”のメロディーが目印です。

女川～川北～沢　方面 … 12(土)、27(日)

大島～大石～片貝方面 … ６(日)、19(土)

今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス今月の図書館バス

祝日と毎週水曜日がお休みです。平日は午後１時～５時30分まで、土・日は午前９時～午後５時まで開館しています。

六
月
七
日
、
「
本
と
あ
そ
ぼ
う

全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」
が
村
民

会
館
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

お
は
な
し
隊
は
、
講
談
社
（
東

京
都
）
が
企
画
し
た
も
の
で
、
全

国
各
地
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
回

り
な
が
ら
、
本
の
良
さ
を
広
げ
る

た
め
に
活
動
を
し
て
い
て
、
村
内

本とあそぼう 本と触れ合おう

～おはなし隊が来村～

た
く
さ
ん
の
絵
本
を
積
み
込
ん

だ
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
は
、
子
ど

も
た
ち
に
大
人
気
。

�▲

おはなしグループ「ブルーベリー」のみなさんが贈

る、ステキなお話の世界…。どなたでも無料で参加

できます。

参加してくれた子どもたちには、かわいいシールを

プレゼント！たくさん集めてね。

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）

おはなしのかい
今月は19日（土）みんなできてね

！

の
親
子
約
百
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
は
、
村

の
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
（
須
貝
紀
代
美
代
表
）」

の
五
人
も
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
、

読
み
聞
か
せ
の
絵
本
の
世
界
に
夢

中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
前
に
は
本
を

読
む
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
。
子
ど
も

た
ち
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
か
ら
好

き
な
本
を
選
び
、
お
日
様
の
も
と

で
じ
っ
く
り
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

隊
長
の
元
久
映
子
さ
ん
は
「
今

回
の
訪
問
が
、
多
く
の
お
子
さ
ん

に
本
を
読
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け

に
な
っ
て
も
ら
え
ば
」
と
、
子
ど

も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
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村上市岩船郡中学校野球大会決勝戦において、

見事な完封勝利で優勝を果たした関川中学校野

球部キャプテンの長谷川健太さんにお話しを聞

きました。

―優勝おめでとうございます。大会を振り返っ

てみてどうですか？

最初のうちは、最後の大会ということを意識

しすぎて、自分たちのプレーができませんでし

た。勝ち進むごとに調子を取りもどし、打線も

つながって優勝できて良かったです。

―下越大会が７月９日から始まりますが、今後

の大会での目標は？

下越地区大会もすぐに始まってしまうので、

それまで体調をしっかり整え、まず初戦を勝ち、

優勝をねらって、県大会へ行けるよう毎日練習

したいと思います。

―キャプテンということもあり、部員をまとめ

るのは大変なのでは？

今までとても大変でしたが、みんなが少しず

つ信頼してくれて、いろいろと助けてくれまし

た。今では主将をして良かったなと思っていま

す。

―それでは将来の夢は？

将来の夢は具体的には決まっていませんが、

まず今の関川中学校野球部員２８人と一緒に県

大会に出場し、そこでも勝ち、中学校最後の夏

を最高の仲間たちと１日でも長く野球をしたい。

それが今の夢です。

長
谷
川
健
太
さ
ん

（
関
川
中
学
校
３
年
・
下
関
）

関
川
村
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー
は
こ
の
人
で
す

長
谷
部
秀
英

し
ゅ
う
え
い

さ
ん
（
村
上
市
小
川
）

スクールガード・リーダーは、児
童や生徒の安全を確保するため、登
下校の見守りや学校の防犯体制につ
いての助言、パトロールなどを行っ
てくれています。
長谷部さんは、関川村のほか、旧

荒川町と旧神林村の学校も担当して
います。よろしくお願いします。

「
子
ど
も
た
ち
を
守
る
の
は

地
域
の
連
携
」

〜
青
少
年
育
成
関
川
村
民
会
議
〜

六
月
五
日
、
村
民
会
館
大
ホ
ー

ル
を
会
場
に
青
少
年
育
成
関
川
村

民
会
議
（
伝
信
男
会
長
）
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約
七
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
伝
会
長
が
「
子
ど

も
た
ち
が
明
る
い
夢
を
持
て
る
村

づ
く
り
の
た
め
に
、
村
民
会
議
も

一
緒
に
な
っ
て
応
援
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
、
あ
い
さ
つ
。
役
員

体
制
や
平
成
十
九
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
、
平
成
二
十
年
度
の
事

業
計
画
・
予
算
案
な
ど
が
話
し
合

わ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
後
は
「
子
ど
も
の
安
全
を

守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ

ー
の
役
割
」
と
題
し
た
講
演
会
を

開
催
。
講
師
は
、
村
上
市
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
で
元
警
視

庁
警
察
官
の
瀬
賀
忠
悦
さ
ん
（
村

上
市
下
相
川
）
を
招
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
地
域
の
子
ど
も
を

見
守
る
際
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
不
審

者
へ
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
、
体

験
談
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
少
年
の
補
導
や
不
審
車

両
へ
の
対
応
、
学
校
へ
の
不
審
者

の
訪
問
に
対
す
る
実
技
指
導
も
行

わ
れ
、
防
犯
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

瀬
賀
さ
ん
は
「
犯
罪
を
絶
対
こ

の
地
域
で
起
こ
さ
せ
な
い
と
い
う

意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
と
て
も
大

事
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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１６広報せきかわ　2008・７月号

陸上競技大会が５月３０日、胎内市総合グラ

ウンド陸上競技場で、各種大会が６月１０日と

１１日、郡市内の各会場でそれぞれ行われ、

関川中学校の生徒がすばらしい成績をおさめ

ました。（○数字は順位。敬称略）

大活躍!! 関川中学校
村上市・岩船郡 中学校体育大会

四種競技〈共通〉�近　正人（幾地・２年）
1,601点

400mR〈低学年〉�高井和人（高瀬・１年）、高橋
慧（大石・２年）、津野祐真（湯沢・１年）、近

正人（幾地・２年） 52秒13

― 女子 ―

100m〈１年〉�加藤理紗（鮖谷） 15秒20

100m �近　美里（辰田新） 15秒41

100m〈共通〉�加藤理紗（鮖谷・１年） 15秒99

800m〈１年〉�鈴木可奈子（下関） 2分49秒88

100mH〈共通〉�近　美徳（宮前・３年） 19秒43
100mH �安達ななえ（大石・１年）

20秒21

走高跳〈共通〉�伊藤恵里香（下関・２年）
1m33cm

走幅跳〈１年〉�近　美里（辰田新） 4m39cm

�加藤理紗（鮖谷） 4m24cm

〈２年〉�伊藤恵里香（下関） 3m75cm

〈共通〉�近　美里（辰田新・１年）
4m39cm

�加藤理紗（鮖谷・１年） 4m24cm
砲丸投〈共通〉�近　美咲（辰田新・３年）

10m55cm

�加藤亜夢（鮖谷・１年） 8m95cm
400mR〈共通〉�加藤理紗（鮖谷・１年）、近美里
（辰田新・１年）、近美咲（辰田新・３年）、近

美徳（宮前・３年） 57秒18

陸上大会
―男子 ―

100m〈１年〉�津野祐真（湯沢） 14秒34

100m〈２年〉�高橋　慧（大石） 13秒41

100m〈共通〉�高橋　慧（大石・２年） 13秒26

200m〈１年〉�近　大也（大島） 30秒24

200m �高橋　慎（大石） 30秒64

200m〈２年〉�高橋　慧（大石） 26秒61

200m〈共通〉�高橋　慧（大石・２年） 27秒18

400m〈共通〉�伊藤潤希（下関・３年） 62秒65

800m〈共通〉�近　大也（大島・１年）
2分34秒96

1500m〈３年〉�阿部幸博（大島） 4分50秒90

1500m〈共通〉�阿部幸博（大島・３年）
4分50秒90

110mH〈共通〉�津野祐真（湯沢・１年） 22秒15
走幅跳〈１年〉�野澤和希（辰田新） 4m41cm

走幅跳〈３年〉�佐藤凌太（蔵田島） 4m69cm

走幅跳 �平田　翼（下関） 4m54cm

走幅跳〈共通〉�佐藤凌太（蔵田島） 4m93cm

走幅跳 �平田　翼（下関） 4m78cm

三段跳〈共通〉�高橋祐司（大石・３年）
10m36cm

砲丸投〈共通〉�伊藤潤希（下関・３年） 8m33cm
砲丸投 �高橋祐司（大石・３年） 7m71cm
砲丸投 �佐藤香津利（蔵田島・２年）

7m67cm

各種大会
■軟式野球 �
■バスケットボール �
■バレーボール �
■バドミントン〈個人シングルス〉

平田実佳（平内新・３年）下越出場

■ソフトテニス〈団体〉� 下越出場

■卓球〈男子個人〉

須貝拓馬（大島・２年）下越出場

■柔道〈男子団体〉�
〈男子個人〉

55kg級　�近　成彦（大島・３年）
66kg級　�鈴木耀太（下関・３年）
73kg級　�高橋　慧（大石・２年）
81kg級　�近賢太郎（宮前・３年）

�須貝将来（高田・３年）
〈女子団体〉�
〈女子個人〉

52kg級　�加藤亜夢（鮖谷・３年）
�黒木優美（山本・３年）

■剣道〈男子団体〉�
〈男子個人〉

�加藤武秋（大島・３年）
�金子　翔（高瀬・３年）

〈女子団体〉�
〈女子個人〉

�本田　睦（辰田新・３年）
�金ほのか（辰田新・３年）
�駒沢友美（鍬江沢・３年）
�大塚香織（中束・２年）
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広報せきかわ　2008・７月号１７

随
想
リ
レ
ー
52

先生から
先生に

私
は
小
学
校
の
頃
、
も
の
を
作
る
の
が
好
き

で
し
た
。
テ
レ
ビ
で
タ
ー
ザ
ン
が
流
行
る
と
、

ブ
ー
メ
ラ
ン
が
ほ
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

ベ
ニ
ヤ
板
を
の
こ
ぎ
り
で
切
っ
て
作
っ
て
み
ま

し
た
。
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
第
一
投
。
し
か
し

理
想
と
は
ち
が
い
、
へ
な
へ
な
と
落
ち
る
だ
け
。

投
げ
方
を
工
夫
し
て
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
本
物
に
は
ふ
く
ら
み
が
あ
っ
た
の
で
す
。

次
に
作
っ
た
の
が
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
。
板

に
戸
車
を
４
つ
付
け
、
紐
で
靴
を
固
定
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
上
々
の
で
き
。
自
画
自
賛
。

早
速
、
試
運
転
。
と
こ
ろ
が
踏
み
変
え
な
い
と

曲
が
れ
な
い
欠
点
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。
曲
が

る
と
き
戸
車
は
傾
斜
で
き
な
い
の
で
す
。
改
良

の
途
中
で
板
が
割
れ
て
し
ま
い
、
終
了
。

次
な
る
挑
戦
は
、
巨
人
の
星
の
「
大
リ
ー
グ

養
成
ギ
ブ
ス
」。
兄
か
ら
エ
キ
ス
パ
ン
ダ
ー
の

バ
ネ
を
四
本
借
り
、
肩
か
ら
手
首
に
合
う
よ
う

紐
で
固
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
な
か
な
か
の
傑

作
。
第
一
球
。
負
荷
が
ぐ
っ
と
か
か
り
、
予
想

通
り
の
効
果
。
し
か
し
次
の
瞬
間
「
痛
っ
！
」。

皮
膚
が
バ
ネ
に
挟
ま
っ
た
の
で
す
。
も
う
一
度

ゆ
っ
く
り
伸
ば
し
て
皮
膚
か
ら
外
し
、「
ふ
ー
」。

腕
に
合
う
よ
う
ボ
ー
ル
紙
を
切
り
、
バ
ネ
の
内

側
に
巻
い
て
み
ま
し
た
が
、
今
度
は
肘
が
曲
が

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
の
方
が
は
る
か
に
多

か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
楽
し
か
っ
た
。
失
敗

か
ら
考
え
る
こ
と
の
面
白
さ
を
学
び
ま
し
た
。

８月１日号は、川村三千男校長（川北小）に

バトンタッチ！

横 堀 正 満先生
（土沢小学校 校長）

緑
の
募
金
に
23
万
円

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

�にいがた緑の百年物語緑化推進委

員会が行った緑の募金に、一般家庭の

ほか各小・中学校や緑の少年団などか

ら、２３万２，５８２円が寄せられました。

寄せられた募金は、公共施設の緑化

や学校林、緑の少年団育成、植樹祭や

普及活動など森を守り育てる活動に使

われます。

ありがとうございました。

大
会
結
果

＊
敬
称
略

第
17
回

村
民
親
善
野
球
大
会

■
期
日

６
月
１
日

■
会
場

村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
成
績

優
　
勝
　
下
関

準
優
勝
　
四
ケ
字
ド
リ
ー
ム
ス

第
３
位
　
上
関
ブ
ル
ー
バ
ー
ド

同
　
　
高
田
ホ
ー
ク
ス

ラ
イ
オ
ン
ズ

少
年
武
道
大
会

■
期
日

６
月
１
日

■
会
場

新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

■
成
績

―
柔
道
―

▽
中
学
生
男
子
個
人
戦

66
kg
級

第
３
位
　
鈴
木
　
耀
太
（
下
関
）

73
kg
級

第
２
位
　
高
橋
　
　
慧
（
大
石
）

81
kg
級

第
２
位
　
近
　
賢
太
朗
（
宮
前
）

▽
中
学
生
男
子
団
体
戦

第
２
位
　
関
川
中
学
校

―
剣
道
―

▽
中
学
生
女
子
個
人
戦

第
３
位
　
本
田
　
　
睦
（
辰
田
新
）

▽
中
学
生
女
子
団
体
戦

第
２
位
　
関
川
中
学
校

第
39
回
　
五
市
二
郡

卓
球
選
手
権
胎
内
大
会

■
期
日

６
月
１
日

■
会
場

胎
内
市
中
条
体
育
館

■
成
績

▽
一
般
男
子
個
人
の
部

第
３
位
　
内
山
　
　
誠
（
大
島
）
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１８広報せきかわ　2008・７月号

� キャベツはざく切り、トマトは湯むきをして種を取り大

きく切る。ピーマンも大きく切り、ニンニクは薄切りに

する。

� 豚肉は大きめのひと口大に切り、塩コショウを少々振っ

ておく。

� サラダ油大さじ１をフライパンで熱して、ピーマン、キ

ャベツの順に炒め、取り出しておく。

� サラダ油を少々足してニンニクと豚肉を炒めたら、トマ

トと�の野菜も合わせ、固形スープ、白ワイン（酒）、

塩コショウで調味する。

このコーナーに登場していただける方を募集しています。自薦他薦は問いません。

せ き か わ 文 芸

これからが夏本番。豚肉と緑黄色野菜を使っ

たスタミナたっぷりの料理です。トマトの酸味

がおいしく、夏バテ防止にも良いですよ。

じっくり心をこめて

スロースロー
フードフード ５２

豚肉とキャベツのトマト炒め

作り方

材 料 （4人分）

・豚薄切り肉 100～150ｇ

・キャベツ ４～５枚

・トマト ２～３個

・ピーマン ２個

ガ
ソ
リ
ン
代
少
し
弾
め
ば
孫
娘
ま
た
来
る
か
ら
と
手

を
振
り
て
行
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
貝
　
恵
美

連
休
に
久
び
さ
吾
が
家
は
賑
わ
い
て
子
等
と
余
生
を

夢
に
描
く
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
藤
枝

長
身
の
山
の
躑
躅
の
木
の
下
に
円
居
て
優
し
花
弁
の

色
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
　
啓
子

お
さ
な
児
の
心
の
ご
と
く
遊
園
地
の
車
に
乗
り
ぬ
百

円
入
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
千
恵
子

か

た

ば

み

短

歌

会

作

品

短
　
　
歌

若
き
日
の
空
に
囀

さ
え
ず

る
鳥
の
声
唱
う
思
い
出
今
も
　
　
高
橋
　
イ
ツ

懐
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
広
苑
）

・ニンニク １片

・白ワインまたは酒 大さじ１

・固形スープ １個

・塩、コショウ、サラダ油 少々

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○ １ 

○ ３ 

○ ２ 

○ ３ 

○ ４ 

《今月のご紹介》

関川村食生活改善推進員の皆さん

（ ）

〔 〕
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広報せきかわ　2008・７月号１９

せ き か わ 文 芸

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長）

佐 野 時 次 郎

憧
れ
の
人
は
枯
れ
果
て
同
窓
会
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

長
寿
し
て
趣
味
が
助
人

ス
ケ
ッ
ト

今
日
元
気
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

憧
れ
て
模
索

モ

サ
ク

し
て
い
る
母
の
味
　
　
　
　
　
　
　
　
平
田
　
千
恵

足
腰
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
活
を
入
れ
　
　
　
　
　
　
本
間
　
イ
ミ

賞
味
期
限
気
に
し
ま
せ
ん
よ
夫
婦
仲
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

何
時
ま
で
も
平
気
で
居
れ
ぬ
こ
の
私
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
イ
ツ

芍
薬
の
蕾
を
ゆ
す
る
風
見
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

母
の
日
や
く
り
返
し
読
む
娘
の
手
紙
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
く
に

黄
昏
に
都
忘
れ
の
色
消
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貞
子

蛙
鳴
く
ネ
ッ
ト
の
編
み
目
間
違
え
き
　
　
　
　
　
　
米
野
　
セ
ツ

山
吹
の
忘
れ
ず
咲
き
し
住
ま
ぬ
家や

に
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

梅
雨
寒
に
苗
の
育
ち
の
お
そ
か
り
し
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

寂
し
さ
や
先
輩
の
訃
音
梅
雨
近
く
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
慶
一

関

川

俳

句

の

会

作

品

関
谷
村
助
役
、
関
川
村
収
入
役

を
務
め
た
佐
野
時
次
郎
は
明
治
十

九
年
三
月
四
日
関
川
村
沼
伊
藤
寅

蔵
の
二
男
と
し
て
出
生
。
明
治
二

十
五
年
四
月
に
開
校
し
た
簡
易
科

安
角
小
学
校
沼
分
教
場
で
学
ぶ
。

卒
業
後
九
ケ
谷
村
雇
と
し
て
役
場

に
勤
務
。
明
治
三
十
四
年
十
一
月

町
村
合
併
に
よ
り
関
村
、
七
ケ
谷

村
、
九
ケ
谷
村
が
合
併
し
て
関
谷

村
が
誕
生
。
明
治
三
十
六
年
四
月

一
日
関
谷
村
雇
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

同
年
十
二
月
十
二
日
関
谷
村
大
字

南
赤
谷
佐
野
幸
八
郎
の
養
子
と
な

る
。
明
治
三
十
八
年
三
月
十
八
日

関
谷
村
書
記
に
任
ぜ
ら
れ
、
旧
町

村
制
に
よ
る
町
村
合
併
後
の
困
難

な
時
期
に
渡
辺
善
俊
村
長
の
も
と

で
役
場
事
務
処
理
に
尽
力
。
大
正

時
代
は
林
野
統
一
に
よ
る
林
野
行

政
の
振
興
や
基
本
財
産
と
し
て
村

有
林
の
設
定
に
参
画
し
た
。
ま
た

こ
の
時
代
は
第
一
次
世
界
大
戦
等

多
難
の
時
代
で
あ
っ
た
が
、
よ
く

村
政
の
万
般
に
亘
り
そ
の
力
量
を

発
揮
、
村
の
発
展
に
日
夜
尽
粹
し

た
。
昭
和
時
代
も
ま
た
農
村
の
不

況
や
水
害
、
凶
作
等
極
め
て
困
難

な
状
況
下
に
あ
り
、
か
つ
第
二
次

大
戦
の
勃
発
な
ど
村
行
政
の
運
営

も
困
難
を
極
め
た
が
、
時
次
郎
は

よ
く
上
席
吏
員
と
し
て
職
責
を
全

う
し
た
。

特
に
地
方
発
展
の
基
盤
と
し
て

国
鉄
米
坂
線
の
全
線
開
通
の
実
現

を
推
進
、
昭
和
十
一
年
郷
民
待
望

の
開
通
を
見
た
。
産
業
活
動
も
活

発
化
し
、
村
内
各
種
施
設
も
順
次

整
備
に
向
か
い
自
治
行
政
の
実
が

あ
が
っ
た
。

昭
和
十
二
年
十
一
月
五
日
第
十

一
代
助
役
に
選
任
さ
れ
市
井
牧
三

郎
村
長
を
補
佐
し
、
種
々
の
困
難

を
克
服
し
、
村
の
発
展
に
尽
く
し

た
。
昭
和
十
五
年
十
一
月
関
谷
村

助
役
を
退
任
し
、
主
事
に
任
ぜ
ら

れ
た
が
昭
和
十
七
年
九
月
健
康
上

の
理
由
で
惜
し
ま
れ
な
が
ら
一
旦

退
職
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
シ
ャ
ー
プ
勧
告

に
よ
る
税
制
の
画
期
的
改
革
の
実

施
に
よ
り
再
び
村
吏
員
と
し
て
登

用
さ
れ
、
そ
の
才
腕
と
豊
富
な
経

験
を
生
か
し
、
税
務
行
政
に
従
事
、

か
つ
新
し
い
自
治
制
度
下
に
お
け

る
地
方
自
治
の
育
成
に
日
夜
尽
力

し
た
。

昭
和
二
十
九
年
八
月
一
日
町
村

合
併
促
進
法
に
よ
っ
て
関
川
村
が

誕
生
。
新
村
初
代
の
収
入
役
と
し

て
選
任
さ
れ
、
そ
の
厳
正
に
し
て

公
平
無
私
な
勤
務
は
、
合
併
後
の

財
政
経
理
の
基
礎
を
確
立
し
、
今

日
の
健
全
財
政
の
礎
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
二
年
老
令
を
も
っ
て
村

民
か
ら
惜
し
ま
れ
つ
つ
円
満
退
職

し
た
。

常
に
和
服
を
着
用
し
、
下
駄
ば

き
で
通
勤
し
た
。
清
廉
潔
白
に
し

て
、
そ
の
公
僕
精
神
は
深
く
村
民

の
心
に
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
一
年
四
月
二
十
九
日
、

勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章
。

昭
和
四
十
三
年
三
月
二
十
五
日

八
十
三
歳
で
没
し
た
。

・
佐
野
家
の
系
図

先
祖
…
幸
八
郎
―
時
次
郎

―
彦
八
郎
―
栄
一
―
克
弘

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
憧

ア
コ
ガ

れ
る
」・「
平
気
・「
雑
詠
」
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マツムシソウ

青紫色の花弁の内側に小花が多数集まって、
中心部が盛り上がるような花姿です。清楚な山
野草というより園芸種のように大きく、高さは
１ｍに達するものもある派手な花です。花の名
前に虫の名が付く花は、スズムシ草やジガバチ
草、鳥の名前でサギ草などがあり、どの花もそ
れに似ているのですが、マツムシ草はどう見て
もマツムシを連想できないのは私だけなのかな
と、開花するたびにいつもそう思う不
思議な花です。
栽培方法 高山帯に分布する花ですが、
村内程度の標高でも栽培は容易です。
山野草には珍しく日光を必要とする花
なので、花壇でも育ちます。花の最盛
期は８月ですが、低地で栽培すると５
～６月頃に咲きます。あまり肥培する
と大きくなりすぎるので、肥料を少な
めにして小さく作るとかわいく見えま
す。洋種で濃赤色の小型マツムシ草が
園芸種で出回っていますので、一般の
栽培はこちらで行ったほうがかわいら
しいマツムシ草になりますよ。
◆六聖園（富樫幸子・上関）

▲富嶽（ふがく）
雪割草新潟大会の県知事賞を受賞した
銘花です。
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５２

体を動かして遊ぶのが大好きな聖鈴。何でも聖鈴のマネをしたがる

鈴桜。毎日ケンカが絶えないお姉ちゃんたちを見て、ニコニコとかわ

いい笑顔をふりまく鈴愛は、わが家のアイドルです。

これからも３人仲良く、笑顔のかわいい�姫�たちでいてネ���

●５月16日～６月15日までの届出●

編集室から

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

平成20年５月末現在　（ ）は前月対比

人 の 動 き

世 帯 数　　2,071世帯（＋２）
総 人 口　　6,947 人 （－９）
男 3,348 人 （－７）
女 3,599 人 （－２）

転入 5 人　　転出 16人
出生 5 人　　死亡 3 人（ ）

ごめい福をお祈りいたします

渡辺大志郎　さん ５９歳 上　関

駒沢　清介　さん ５０歳 鍬江沢

丹　キミヱ　さん ８１歳 蔵田島

伊藤　勘一　さん ８７歳 沼

須貝さと子　さん ５４歳 桂

井上寅五郎　さん ８１歳 上土沢

お誕生おめでとうございます

來　良
ら 　 お

ちゃん（男） 鍬江沢

駒沢　　剛・みどりさん

斗　馬
と う ま

ちゃん（男） 大　石

�橋美津也・裕 美 さん

�荒川が「平成の名水百選」に認定

されるという、うれしいニュースが

ありました。認定書や認定書交付式

のようすは来月号で紹介します。

�今月は、関川中学校や消防団など

が村外でも大活躍。次の大会でも活

躍を期待しています。（つ）

▲
▲

（大　崎）史　朗 さん （長岡市）

（平　田　淳　子 さん 小　見

（佐　藤　雅　成 さん 上　関

（寺　井）和　子 さん（新潟市中央区）

（伝　　　浩　貴 さん 大　島

（鈴　木）真紀子 さん （村上市）

（山　口　憲　一 さん 辰田新

（齋　藤） 茜 さん （北海道）

す え な が く お 幸 せ に

｛

｛

｛

｛

聖 鈴
せ り ん

ちゃん（５歳）

鈴 桜
り お

ちゃん（３歳）

鈴 愛
れ い あ

ちゃん（９か月）池田勇人さん 幾実さん（下川口）


